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LEDZARD グリルイルミネーション　取付け ・ 取扱い説明書

この度は、 Junack 製品をお買い上げいただきましてまことにありがとうございます。
本書は LEDZARD グリルイルミネーションの取扱い、 及び取付け作業について記載してあります。
取付け前には本書を必ずお読みいただき、 正しい取付けを行って下さい。
本説明書に記載されている分解方法、 イラスト ( 画像 )、 及び作業方法はあくまでも一例です。
車両ごとに脱着方法、 取付け方法が異なりますのでお取付けの際はお車の整備要領書等をご確認の上
車両に適した手順で作業を行って下さい。

この説明書の中で使用されている記号は、次のようになっています。

とくにしっかりお読み下さい。

　　　　　、　　　　　　　、　　 　　　　、　　　　　　　　　のところは、

《車種名》   ダイハツ　タントカスタム

この用品のために守っていただきたいこと、または知っておくと便利な内容です。

取付け・取扱い方法を誤った、または守らなかった場合、物的損害につながるおそれがある内容です。

取付け・取扱い方法を誤った、または守らなかった場合、傷害につながるおそれがある内容です。

取付け・取扱い方法を誤った、または守らなかった場合、死亡または重大な傷害につながるおそれがある内容です。

《型式》   LA650S/660S 型
《グレード》   カスタム

《年式》   2022/10 ～

推奨準備工具

安全に関する表示

適用車種および適用年式

︕ 警告 注意︕ アドバイス注　記

︕ 警告

注意︕

アドバイス

注　記

2026.06.30

●マジックペン●マスキングテープ ●パーツクリーナー●ビニールテープ
　 又は布テープ

●ウエス ●スケール

●検電器

●養生テープ

●精密ドライバー●ニッパー ●ソケットレンチ ●メガネレンチ ●ヒートガン

●ハサミ

●ドライバー（＋） ●ドライバー（－）●ラジオペンチ

●カッターナイフ

１．スモールランプに連動してグリルイルミネーションが発光します。
(注.)グリルイルミネーション本体を強く圧迫しないで下さい。故障の原因になります。
(注.)高圧洗車行う場合、噴射口を本体にあまり近づけないで下さい。

取付け準備作業

取扱い方法

１．取付け作業は、安全な場所に車を駐車させ、パーキングブレーキを確実に操作して下さい。

５．オーディオ等の設定をメモしておくと、後の調整がスムーズに行えます。
４．構成部品及び部品数量が取付け説明書通りになっているか、また不良部品の混在等はないかを確認して下さい。
３．取付け作業の前に、必ずバッテリーの（－）側コードを外して下さい。また（－）側コードは（＋）側コードと接触しないようにして下さい。
２．取付け作業は、必ずエンジンを停止して行って下さい。

詳しい
取付け方法は
コチラから

取付け動画は
コチラから

本製品は
ドレスアップを目的に

製作された
LED製品です　

●ヤスリ

●センターポンチ ●端子抜き

●ドリル
(3Φ、5Φ)
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完成図全体像
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※部品が全てあるか
    確認して下さい。構成部品

1. 灯体本体

2. 電源ハーネス

3. アースハーネス

4. ギボシ端子 ・ スリーブ（オス）

5. ギボシ端子 ・ スリーブ（メス）

6. 収縮チューブ

7. 結束バンド

8. PAC プライマー

9. 型紙

10. 取扱い説明保証書

1

1

1

各1

各 1

1

5

1

1

1

1.1.

2.2.3.3.

4.4.
5.5.

6.6.

7.7.
8.8.

9.9.10.10.
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目次

1. ・ ・ ・ ・ ・ 4P

2. ・ ・ ・ ・ ・ 6P

3. ・ ・ ・ ・ ・ 7P

4. ・ ・ ・ ・ ・ 8P

5. 　　 ・ ・ ・ 10P

事前準備

車両部品加工

灯体取付け

電源ハーネス取付け

ハーネス配策

6. ・ ・ ・ ・ ・ 12P動作確認～車両復元
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スケール　1/1
　10ｍｍ

タントカスタム　グリルイルミ型紙

Φ5

Φ5

1. 事前準備
画像1-1画像 1-11-1. 型紙のカット

同梱の型紙を切取り線に従ってカットして下さい。

切取り線…赤線切取り線…赤線

注　記
型紙に記載してあるスケールが合っているか確認して下さい。
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画像2-1a画像 2-1a

画像 2-2a画像 2-2a

2-1. グリルへの穴あけ加工

型紙をマスキングテープ等で図の位置に車両グリルに貼り付け
センターポンチ等で穴あけ中心にマーキングして下さい。

①グリルへの穴あけ加工は、 グリル表面に垂直穴あけを行って下さい。

②グリルの奥にあるバンパーフェイシアへの穴あけ加工は
車両に対して垂直に穴あけを行って下さい。

※グリル奥にあるバンパーフェイシアへの穴あけは
   ①と同じ角度で穴あけを行うと、
   ハーネス取出しができなくなる場合があります。
   ②では必ず車両に対し垂直に穴あけを行って下さい。

グリルとその奥にあるバンパーフェイシアを
2 回に分けてドリルで穴あけ加工します。

2. 車両部品の加工

画像2-2b画像 2-2b

車両中心軸に対し平行車両中心軸に対し平行

グリル表面に対し垂直グリル表面に対し垂直

2-2. 穴加工

注　記
加工の際は、Φ3→Φ５のように
徐々にドリル径を大きくして下さい。
位置ずれやドリル刃の滑りによる傷つき防止になります。

注　記
穴加工後はバリ取りを必ず行って下さい。
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3. 灯体取付け
画像3-1a画像 3-1a

画像 3-1b画像 3-1b

3-1. プライマー塗布

灯体貼付け面を脱脂、 清掃して下さい。

灯体貼付け面に付属のプライマーを塗布します。
画像 3-1a/3-1b を参考にプライマー塗布範囲を確認し、
塗布範囲外をマスキングテープ等で保護して下さい。

プライマー塗布範囲
ここまで
プライマー塗布範囲
ここまで

プライマー塗布範囲
ここまで
プライマー塗布範囲
ここまで

画像 3-1c を参考に、
プライマー塗布範囲外にはみ出さないよう、
プライマーを塗布して下さい。
プライマー塗布後、 マスキングテープを剥がして下さい。

画像3-1c画像 3-1c

プライマー塗布範囲プライマー塗布範囲

プライマー塗布範囲プライマー塗布範囲
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3. 灯体取付け
画像3-2a画像 3-2a

画像 3-2b画像 3-2b

3-2. 灯体本体の貼付け

灯体ハーネスをビニールチューブごとグリル、
および奥側のバンパーフェイシアの穴に通し
エンジンルーム内に引き出して下さい。
この際、 ビニールチューブ端部を灯体に密着させ、
隙間からハーネスが見えないようにして下さい。

灯体ハーネスが穴の中心に来るよう位置を確認し、
灯体裏面の両面テープで灯体を貼付けて下さい。
貼付け終わったら、 灯体を軽く圧着して下さい。

灯体ハーネスにスリーブとギボシ端子を取り付けて下さい。

　　※発光色により、 ハーネス線色が異なります。

　黒色ハーネス︓ギボシメス端子
　黒色以外のハーネス（※）︓ギボシオス端子

画像 3-3画像 3-33-3. ギボシ端子の取付け

注　記
ハーネスの根元に過度な負荷をかけないよう注意して下さい。
水入りなどの不具合につながります。

注　記
ギボシ端子用スリーブを取付け忘れないよう注意して下さい。

注　記
・ 灯体は引っ張らず、 貼付け面に置くように貼付けて下さい。
 引っ張ると灯体が伸びて貼付け位置がずれる可能性があります。
・ 貼付け後約 24 時間は洗車等水がかからないようにして下さい。

ギボシメス端子（黒ハーネス側）ギボシメス端子（黒ハーネス側）

ギボシオス端子ギボシオス端子
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画像4-1b画像 4-1b

画像 4-1c画像 4-1c

画像 4-1d画像 4-1d

画像 4-1e画像 4-1e

4-1. 電源ハーネスの取付け

助手席側ヘッドライトの 8 極コネクタを取り外し
精密ドライバー（ー ) 等で、
コネクター内のロックカプラーを外して下さい。

画像 4-1b の黄色矢印が指し示す位置の端子を
引き抜いて下さい。

端子はロックされているので、 端子抜き等を使用して
引き抜いてください。

キット付属の電源ハーネスに付属の収縮チューブを通し、
上記で取り外した車両ハーネス端子と結線して下さい。

収縮チューブが端子 ・ および防水キャップを完全に覆っていることを
確認し、 ヒートガン等で収縮チューブを熱して収縮させて下さい。

キット付属の電源ハーネスの防水キャップがついている端子を
画像 4-1b で抜いたヘッドライトコネクタに
カチッと噛み合う感触の位置まで差し込み、
取り外したロックカプラーを元に戻して下さい。

ヘッドライトコネクタをヘッドライトに取り付けて下さい。

4. 電源ハーネス取付け

注　記
電源ハーネスを軽く引っ張り、
抜けやガタつきが無いことを確認して下さい。

画像4-1a画像 4-1a

防水キャップまで覆って収縮させる防水キャップまで覆って収縮させる

ロックカプラーロックカプラー

電源ハーネス電源ハーネス

収縮チューブ収縮チューブ

電源ハーネス電源ハーネス
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画像4-2画像 4-24-2. アースハーネスの取付け

アースハーネスをバッテリーターミナルに
画像 4-2 と同じ向きで取り付けて下さい。

4. 電源ハーネス取付け
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画像5-1画像 5-1

画像 5-2画像 5-2

5-1. 灯体ハーネスの結線

灯体ハーネスと電源ハーネス、 アースハーネスを結線して下さい。
この際、 極性が合っていることを確認して下さい。

　灯体ハーネス（黒色線）側︓アースハーネス
　灯体ハーネス（もう一方の線）側︓電源ハーネス

画像 5-2 を参考に、
各ハーネスを結束バンドで車両に固定して下さい。

5. ハーネス配策

5-2. 各ハーネスの固定

灯体ハーネスは
少したるませる
灯体ハーネスは
少したるませる

車両ハーネスに同束車両ハーネスに同束
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画像6-1画像 6-16-1. 点灯確認と車両の復元

スモールランプスイッチを On にして、
製品が点灯することを確認して下さい。
取り外した部品をすべて復元します。
車両のランプ類、 ウォッシャー等がすべて正常に作動することを確認し、
作業は終了です。

6. 動作確認～車両復元


